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今こそ「地域力」
－地域の現状から地域福祉を考える－

　少子高齢化や経済社会の変化に伴い、家庭・地
域社会・企業などによる「お互いに支え合う力」
が急速に低下してきており、なかなか解決できな
い深刻な福祉課題・生活課題が増えてきています。
　これは伝統や文化による人と人のつながりが
脈々と受け継がれ、「共助の精神」が色濃く残され
ている七尾市でも決して他人事ではありません。

●地域の現状（統計でみる七尾市の姿）　        資料：七尾市総合計画、住民基本台帳 ( 平成 23年 12月末現在 )

地域におけるさまざまな不安・
生活課題が山積み
例：高齢者世帯の増加、孤独死、子育て家庭の孤立、高
齢者の介護、子どもが巻き込まれる犯罪の増加、虐待、
防犯・防災、ゴミ問題、振り込め詐欺などの消費者問題
など。

　これらの課題は、行政や福祉関係者だけが対策をとれば解
決するものではなく、地域社会を構成する一人一人の住民や、
多くの関係機関・団体などが自分たち自身の問題として考え、
ともに課題解決に向けた一歩を踏み出すことが大切です。
　今回のフォーラムでは「しあわせを実感」するために必要
と言われる『地域力』を考えます。

「地域でともに生き、支え合う」取り組みが重要です！

「ななお地域福祉フォーラム 2012」開催　＜＜入場無料＞＞
テーマ：今こそ問われる「地域力」
■日時　２月25日（土）　13：00～16：20
■場所　七尾サンライフプラザ　中ホール
■内容　基調講演　演題：今求められる地域の支え合い　
　　　　　　　　　　　　～陸前高田地域再生支援プロジェクトから見えるもの～
                                 講師：法政大学現代福祉学部　教授　宮

みやしろ

城   孝　氏
               パネルディスカッション　～いきいきと豊かに暮らすための地域力とは～

【パネラー】　介護予防グループデイ　グループデイ国分代表　川越　紀美子　氏
　　　　　　徳田地区民生委員児童委員協議会　副会長　佐竹　一男　氏
　　　　　　伊久留町会　相談役　小浦　忠吉　氏

～みんなで築こう 希望と安心 しあわせ実感の 福祉でまちづくり～

一人暮らしで
不便なことは
ないですか？

最近、町会に
入ってくれる
人が少なくて

行事もむずか
しくなってき
ましたね

蛍光灯が切れ
ても替えられ
ないのよ

※手話通訳・要約筆記を行います。

福祉課　☎ 53-8463

12広報ななお



　私たちが住む七尾にある観光資源を再認識しようという企画、『七色の旅』。今回のテーマは、
長谷川等伯筆「山

さんすいずぶすま

水図襖」です。石川県七尾美術館では、毎年「長谷川等伯シリーズ展」を開催。没
後400年となった平成22年には大規模な回顧展が開催され、東京国立博物館では約29万人、京都
国立博物館では約24万人という観覧者数を記録。あらためて等伯の偉大さを知りました。
　今回は等伯の作品の中でも、等伯の積極性があらわれた逸話が残る、京都市・圓

えんとくいん

徳院所蔵の重
要文化財「山水図襖」をご紹介します。

―七尾市観光情報かわら版―

第 ７ 回 今回は長谷川等伯筆「山水図襖」の話です
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